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今月をもってこの時評も年を閉

じることになる。そこで、年間回

顧のようなものを試みねばなるま

いと思う。
私がこの欄を引き受けたのは一

り一
昨年七月をりのことで、今月で二

歩一
年半ということになる。私が引き

ぷ一
受けたころをb論壇のなかには、

r、一‘かつてない強さで右寄りの偏向風

一
が吹きはじめたのであったが、今

一
年にはいって守りは、ボルテージ

園内一
が上がりつ放しで、大げさにいえ

毘
一

ば歴史の局面が変わりつつあると

一
いう印象をもっ。一
昨年には有事

一
立法
が必要かどうかとか、防衛問

一
題はそろそろ
タブ！なり解放しょ

’
一
うとかい
う議論が登場したのであ

新一
ったが、今年じはいると、防衛問

a由一
題はタブーどころか、前面に押し

一
出され、公然とソ連を潜在敵国と

一
見

なレ 、
防衛力
増強はあたりま

一
ぇ、

といっ
た調子の論調が支配し

，，一
た。

4三寺一
こうしたなかで、森嶋通夫の非

，、一
武装中立論はソ連にかんする利敵

一
行為であって言論の自由の滋用で

一
あり 、
よろしく強圧すべしと論ず

一
る論文（那須聖「国益を忘れ
た防

F｝一
衛報道〕

）が、堂々
『中央公論』

4男一八月号そ飾ったのであった。これ

，、－
は防衛論議が高まり、ナショナリ

ズムが高揚すれば 、
軍備が強化さ

れるだけではなく、
言論の自由そ

奥

せばφりれるということを、
ほか

ならぬ『中央公論』
が教えてくれ

たものとして、少なくも私は宋な

がく肝に銘じて
い夕、

核
武

装
論
め

ぐ
っ

て

n
内
ゲ
パ
H
的
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判
も

こういった状視をパックに、
論

壇の風見鶏といわれる清水幾太郎

雲他
桝田達縫・画

が登場して来ないとレたら、かえ

って
不思議で
あったかもし
れな

い。よきにつけ悪しさにつけ、清

水幾太郎「核の選択
日本よ国家

たれ」
（諸君／七月号）は、今年

論壇で蟻大の話題になりおおせる

ことができた。「経済大国」
だか

ら「軍事大国」
になるのは当然で

あり、被爆国だから独自の
核兵器

を確保する権利があると主張する 平

＜下＞康
ー

ヲム

ぺ1次に「戦後を疑う」
も出版さ

れるに
いたっている。これ
など

は、将来いつか、
言論の自由や集

会・
結社の自由を縮減する政策が

とられても不思議ではないことを

予感させるものがある。
〆

もっとも清水の核武装論は、日

米支配属の防衛戦略
hqb咋でさえ

先走ったものがあるのであって、

支記眉
ぞ与咋ても一
定の牽制球を

投げないわけにゆかないものであ

った。こうして例えば、猪木正道

や福田恒存などが出てきて、内部

調穫をする必要
があったの
であ

る。猪木や福田の清水批判を「内

ゲバ」
とみる見方もあろう。

ところの、この煽動文は、
危険な

陥葬に満ちているのに、「太国」

意識に酔つ多くの日本人には、
受

けに受けた。防衛力増強が前面に
＝この一年の動き＝

憲法『諸悪の根源』論が流行

極
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論
を
べ
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に
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ン
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ス

作
り

渡部昇一
も西義之・小田晋の座

談会「『核の選択』
から『夕暮ま

で」」
（諸君／十二月号）で「回

心といっては失礼かもしれないけ

れど 、
潜水さんはかつての平和運

動から帰って来たわけだ。それな

のに猪木さんや福田注んが喜ばな

いというところに、ぽくなんかち

ょっ
と奇妙な感じをもちますね」

といっている。かれも「内ゲバ」

とみているわけだが、単純にすぎ

る。清水の
極端論を格好のベ1ス

にして、
防衛論にかんしてコンセ

ンサスを作ろうというのが、これ

らの人びとの願いなのである。日

本兵総工業会会長の欄次富王はイ

ンタビュー「安全保障私論」
〈エ

コノミスト臨時指刊・十一
月二十

日）で、清水核武装論や臼向徴兵

復活論などを「居眠りしていた問

題・論議に対して一
つの強力なイ

ンパクトを与えた。インパクトを

与えるには普通のことをいっても

わかりませんから」
と評価してい

る。たくみに極端論の効用を解説

清水は「転向」
批判を弁明する

文章などを付け加えて、これを単

行本にレた。これも売れに売れて

いるようである。この清水プlム

に乗って、
戦前の治安維持法は悪

法ではなかったと主張する論文を

るそがか っかマここがを集 る 春 郎徴しのるだいつが私 し
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